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1. はじめに 
	
 2012年 3月上旬の 8日間、我々は米国ロサン
ゼルスにおいて、ショートフィルム制作を行っ

た。そのプロセスは New York Film Academy
（以下 NYFA）において始めの 4 日間の授業で
映画制作に必要な基礎知識、カメラの使い方、

持ち込みをした脚本指導、ディレクティングな

どを習得する。そして、2日間かけてユニバーサ
ルスタジオのバックロットを使用して撮影を行

い、最後の 2 日間で編集技術の習得および撮影
した映像の編集、スクリーニングまでを行うも

のである。当初本研修を計画した際には、世界

トップレベルの環境での学習機会の提供が主な

目的でもあったが、結果的に想定を超えた学生

の満足感や達成感が得られる研修となった。本

稿では、今回の研修実施から得られた NYFAの
学校関係者や教員の映画制作教育に対する考え

方などを整理するとともに、実際に現地で学ん

だ学生が得た知識や経験など、研修を実践した

ことによる想定を超えた効果についても考察を

行う。 
 
2. 米国での映画制作の動機と意義 
	
 米国における映画制作の大きなきっかけは、2012 年
4 月に誕生した金城学院大学国際情報学部の新設であ
る。授業の一環として、一年生の終わりに海外研修を

必修化させることが決まり、その研修先の一プランと

してロサンゼルスでの映画制作を、当時筆者と同学部

の中田平教授と共に計画をした。同時に我々のゼミ生

は、今まで映像を始めとする様々なデジタルコンテン

ツの制作に取り組んできた。その制作を通じて、理論

や理屈で学ぶもの要素に加え、実際にやってみたこと

による体験知を得ることの重要性を大きく感じていた。

そこで、就職活動を控えていた当時 3 年生のゼミ生を

中心に新学部でのプレ研修的な位置づけで募集を行い、

NYFAの授業料が一人$2000という条件であったが、31
名の学生が参加をした。教育的な意義としては、デジ

タルコンテンツ制作の多くの要素を含んだ映画制作へ

のチャレンジとその経験を通じた学生自身の成長であ

る。 
 
3. NYFAにおける教育の特徴 
	
 NYFA ロサンゼルス校での教育の特徴は、主にその
環境と、学生一人一人の考えやアイデアを尊重するこ

とが徹底されている点である。環境については、ハリ

ウッド映画の撮影でも使用するユニバーサルスタジオ

のセットを学生も使用できることが、何よりも大きな

モチベーションを作り出す。また、座学においても学

生に知識や理論を押し付ける教育ではない。映画撮影

の基本原則を示した上で、その原則に沿うか沿わない

かの判断は撮影者である学生次第だという考えがすべ

ての教員やスタッフに浸透している。また、「映画撮影

の初心者」という扱いではなく、撮影技術や機材の操

作スキルについてもレベルの高い内容を教え、撮影環

境もプロが制作する映画さながらの環境の準備をバッ

クアップしてくれる（図１）。 
	
 	
 

 
図1：ユニバーサルスタジオのバックロット 

での撮影風景 
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 学生の要求に対してはスタッフが最善を尽くし、撮

影時には的確に指導され、学生が計画したプランに対

して妥協をしない撮影を求める。そして何よりも常に

映画制作を楽しむという姿勢が教育の随所に出ていた。 
	
  
4. 学生による自己評価と実践効果の考察 
4.1 学生視点での変化 
	
 現地で研修中の学生は客観的に見ていても非常に生

き生きとしており、必死さと何かを学び取ろうという

姿勢が感じられた。現地で 8 日間の研修を終えた時、
ほとんどの学生が、この研修に参加してよかったと口

を揃え、またこの場に戻ってきたいと真剣に希望する

者もいた。 
	
 帰国後、数名の参加した学生に研修を通じて学んだ

ことや心境の変化などについてヒアリングを行った。

渡航前、研修中、帰国後それぞれのフェーズに関する

詳細は下記の通りである。 
（渡航前） 
・ 海外へ行くことの魅力はあったものの、なぜ映画制作
なのか？何の為に映画を撮るのか？なぜ日本ではだめ

なのか？と頭の中は疑問符だらけだった。	
 

・ 映画に関する知識も少ない中、映画を自分たちで作る
という実感が湧かなかった。	
 

（研修中） 
・ 講義が進むにつれ自分たちが書いてきた脚本や計画
が甘いことに気づいた。 
・ 撮影方法の話し合いは難しかったが、チーム内で
徐々に意見が出始めミーティングはいい雰囲気にな

っていったと思う。 
・ 撮影の当日、現場で初めてお会いした関係者や現場
の雰囲気に圧倒された。 
（帰国後） 
・ 自分の思いを仲間や関係者に伝えること、チームと
して同じ意識をもって進んでいくことの重要性を学

んだ。 
・ 現地では自分は全てを映画のことに向けていて、褒
めてあげてもいいぐらい頑張っていたなと自分を認

めることができた。	
 

 
4.2 実践により得られた効果の考察 
	
 以上のように個人差はあるにせよ、多くの学生が今

回の経験からそれぞれ満足感や達成感を高いレベルで

得ていたことが伺える。この成果を紐解くと、そこに

はジーン・レイヴらが述べる「状況に埋め込まれた学

習」(１)に近いことが起こっていたとも考えられる。つ

まり、学生は異国の地、ハリウッドというロケーショ

ンで目的を一つにするチームという共同体(２)で学ぶと

いう営みを実践したことで（コミュニティ・オブ・プ

ラクティス）、この状況でしか得られない特別な学習

に結びついたと考えられる。 
	
 これらの枠組みに今回の研修を照らし合わせると、

想像もし得ない環境が与えられたことに始まり、映画

制作に関する細かなプロセスを飛ばし、いきなり実践

をせざるを得ない状況を作り出されたこと、意図的に

作られた訳ではない撮影チームで作品を完成させなけ

ればならない目的があったことはまさにその「状況」

である。その上で、想像もし得ない環境が与えられた

ときの期待と喜びと不安のバランスが結果として撮影

チームとしての結束力を強め、個人が持っている意見

を寄せ集めてみんなでいい作品を作りたいという思い

が目の前の問題を乗り越える原動力となった。撮影チ

ームという一つのコミュニティーの中で、それぞれの

意見がチーム内でまとまったり公的に認められたりす

るプロセスが個人の役割を明確化させ、お互いに高め

合いながら実践できたと言える。 
	
 そして、ハリウッドで映画を撮影しているという事

実が生み出す満足感を背景に、何かを学習するとか知

識を得るということよりも、映画を完成させるという

「実践」に、結果として「勉強」がついてきた状況が

出来上がっていたのだと考えられる。 
 
5. おわりに 
	
 今回の研修では、学生がハリウッドで映画を撮影す

るというプランとしては魅力的だが、教育的には一見

無謀とも言えることを実践した。現地での教員やスタ

ッフの言動から得ることは非常に多く、学生は言葉の

問題に歯がゆさを感じながらも、その成果は意図せざ

る良い効果であったと言える。このことからも、状況

が作り出す実践の重要性とその経験が机上での学習や

勉強では得られない効果があることも確認できた。今

後も同様の研修プランを継続的に実践していきたい。 
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